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解説と配点（５５点満点） 



問題１＜３点×３題＝９点＞ 

サイコロを投げたとき，奇数の目が出ることを事象Ａ，
２の倍数の目が出ることを事象Ｂとする． 
以下の確率を求めよ． 

𝑃 𝐴 , 𝑃 𝐵 , 𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) 
 
＜解答例＞ 
全事象＝全ての目：１～６の６通り 
事象𝐴＝奇数の目：１，３，５の３通り 
事象𝐵＝２の倍数の目：２，４，６の３通り 
事象𝐴かつ𝐵＝奇数かつ２の倍数：該当無し 

𝑃 𝐴 = 3/6 = 0.5 
𝑃 𝐵 = 3/6 = 0.5 
𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 0/6 = 0 



問題２＜４点×４題＝１６点＞ 
 

確率密度関数𝑓(𝑥)が下図で与えられる確率分布に関し
て以下の問に答えよ． 
（１）𝑘を求めよ． 
（２）平均値𝜇を求めよ． 
（３）分散𝜎2を求めよ． 
（４）確率変数𝑥が1 ≤ 𝑥 ≤ 2の値を取る確率を求めよ． 

𝑥 
3 1 

𝑘 

𝑓(𝑥) 

−1 0 



＜解答例＞ 
（１）確率密度関数（三角形）の面積= 4 × 𝑘/2 = 2𝑘 = 1 
   より，𝑘 = 1/2． 
（２）平均値（期待値） 
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（３）分散 
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（４）確率変数𝑥が1 ≤ 𝑥 ≤ 2の値を取る確率 
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問題３＜５点×２題＝１０点＞ 

ある都市の１日の交通事故死亡者数が３日間で１，２，３人
だとする． 
（１）このような事象が起こる確率を求めよ． 
（２）死亡者数１人のほうが３人よりも確率が高い理由を説 
   明せよ． 
但し，死亡者数𝑥人に 
対する確率𝑓(𝑥)はポ 
アソン分布に従うもの 
とする．また，１日の 
平均死亡者数（期待 
値）は1人とする． 
確率𝑓(𝑥)の値は右の 
ポアソン分布のグラフ 
より求めること． 

𝑥 

𝜃 = 1 

𝜃 = 4 

𝜃 = 10 

ポアソン分布 



＜解答例＞ 
 

（１）ポアソン分布のグラフにおいて，１日の平均死亡者
数（期待値）が𝜃 = 1人であるグラフを用いる．横軸が
実際の死亡者数𝑥を表している．死亡者数𝑥 = 1, 2, 3に
対する確率𝑓(𝑥)はグラフより𝑓(𝑥) = 0.37, 0.19, 0.06 
 

（２）平均死亡者数（期待値）が1人であるということは，
死亡者数＝１人のケースが最も起こりやすいことを表し
ている． 
 
 



問題４＜１０点＞ 
ある客船の乗客について以下のことが分かっている． 
 日本人が６０％である． 
 日本人のなかで男性は５０％である． 

乗客から１人を選んだとき，それが日本人男性である確
率を求めよ．（条件付き確率の式より求めること） 
 
＜解答例＞ 
事象𝐴：日本人である． 
事象𝐵：男性である． 
求めるもの：𝑃(𝐴 ∩ 𝐵) 
条件より，𝑃 𝐴 = 0.6, 𝑃 𝐵 𝐴 = 0.5 

𝑃 𝐴 ∩ 𝐵 = 𝑃 𝐵 𝐴 𝑃 𝐴 = 0.5 × 0.6 = 0.3 



問題５＜１０点＞ 
 

パン屋が３軒（Ａ店，Ｂ店，Ｃ店）あります．３軒のパン屋で
買い物をした１００人と各パン屋で聞いたところ，以下のこ
とが分かった． 
 
 フランスパンを買った人は１４人． 
 フランスパンを買った人のうち，Ｃ店で買った人は７人． 
 Ｃ店におけるフランスパンの割合は２０％． 
 

１００人のうち，Ｃ店でパンを買った人の割合（％）を求めよ．
（ベイズの定理より求めること） 



＜解答例＞ 
 
事象𝑋：Ｃ店で買う 
事象𝑌：フランスパンを買う 
求めるもの：𝑃(𝑋) 
条件より， 

𝑃 𝑌 = 0.14 
𝑃 𝑋 𝑌 = 7/14 = 0.5  

𝑃 𝑌 𝑋 = 0.2 
 
ベイズ定理を変形して，𝑃(𝑋)を求める． 
 

𝑃 𝑋 =
𝑃 𝑋 𝑌 𝑃(𝑌)

𝑃(𝑌|𝑋)
=
0.5 × 0.14

0.2
= 0.35 


